
事業報告

１．法人運営事業

（１）役職員構成

・理事 ７名（内、会長１名、副会長１名）

・監事 ２名

・評議員 １３名

・評議員選任・解任委員 ３名

・職員 ２２名

（行政兼務１名、正規職員９名、フルタイム型嘱託職員５名、パートタイム型嘱託職員７名）

（２）理事会の開催

開催日 審議事項

令和５年５月３１日 第１号議案 令和４年度一般会計収入支出補正予算（第２次）に

（７名／定数７名） ついて

監事２名 第２号議案 令和４年度社会福祉法人神流町社会福祉協議会事業

報告・収支決算・貸借対照表・財産目録について

監査報告

第３号議案 評議員の選任候補者の推薦について

第４号議案 社会福祉法人神流町社会福祉協議会公式ＳＮＳ運用

規則の制定について

第５号議案 評議員会の招集について

第１号報告 会長の職務の執行状況について

令和５年６月１９日 第１号議案 会長・副会長の選任について

（７名／定数７名） 第２号議案 評議員選任・解任委員の任期満了に伴う選任につい

監事２名 て

第３号議案 第三者委員の任期満了に伴う選任について

令和５年８月１０日 第１号議案 令和５年度一般会計収入支出補正予算（第１次）専

（５名／定数７名） 決処分について

監事２名 第２号議案 令和５年度神流町福祉総合表彰式の開催について

第３号議案 令和５年度神流町戦没者追悼式の挙行について

第１号報告 会長の職務執行状況について

令和６年３月１日 第１号議案 令和５年度一般会計収入支出補正予算（第２次）専

（６名／定数７名） 決処分について

監事２名 第２号議案 令和６年度事業計画について

第３号議案 令和６年度一般会計収入支出予算について



第４号議案 役員等賠償責任保険契約について

第５号議案 評議員会の招集について

第１号報告 社会福祉法人神流町社会福祉協議会私有車の業務使

用に関する規程の制定について

第２号報告 社会福祉法人神流町社会福祉協議会感染症の予防及

びまん延防止のための指針の制定について

第３号報告 社会福祉法人神流町社会福祉協議会高齢者虐待防止

のための指針の制定について

第４号報告 会長の職務執行状況について

（３）評議員会の開催

開催日 審議事項

令和５年６月１９日 第１号議案 令和４年度一般会計収入支出補正予算（第２次）に

（１１名／定数１３名） ついて

監事２名 第２号議案 令和４年度社会福祉法人神流町社会福祉協議会事業

報告・収支決算・貸借対照表・財産目録について

監査報告

第３号議案 理事のの任期満了に伴う選任について

第４号議案 監事の任期満了に伴う選任について

第５号議案 社会福祉法人神流町社会福祉協議会公式ＳＮＳ運用

規則の制定について

令和６年３月１８日 第１号議案 令和５年度一般会計収入支出補正予算（第２次）専

（９名／定数１３名） 決処分について

監事１名 第２号議案 令和６年度事業計画について

第３号議案 令和６年度一般会計収入支出予算について

第１号報告 社会福祉法人神流町社会福祉協議会私有車の業務使

用に関する規程の制定について

第２号報告 社会福祉法人神流町社会福祉協議会感染症の予防及

びまん延防止のための指針の制定について

第３号報告 社会福祉法人神流町社会福祉協議会高齢者虐待防止

のための指針の制定について

第４号報告 役員等賠償責任保険契約について



（４）評議員選任・解任委員会の開催

開催日 審議事項

令和５年６月１２日 第１号議案 社会福祉法人神流町社会福祉協議会評議員の選任に

（３名／定数３名） ついて

（５）監査の実施

開催日 審議事項

令和５年５月１５日 令和４年度事業報告の審査

（２名／定数２名） 令和４年度資金収支計算書・貸借対照表・財産目録の審査

（６）会員加入状況※会員加入率８９．１％（昨年度８８．０％）

本会の会員は、以下の３種類である。

・特 別 会 員 ２２法人（昨年度比 △１）

・一 般 会 員 ７１９世帯（昨年度比 △１７）

・賛 助 会 員 ４３世帯（昨年度比 ３）

（７）職場研修

№ 年月日 研修内容 人数

１
令和５年４月１３日 安全運転講習及びボイラー停電時復旧の対応 ７

２ 令和５年５月２３日 運転適性検査 ８

３ 令和５年７月１９日 災害時における要援護者名簿作成会議 ８

４ 令和５年１０月４日 職場健康診断 ８

５ 令和５年１１月７日
在宅医療・介護連携推進事業

６
神流町・上野村合同研修会

６ 令和５年１１月１４日 応急手当講習 １３

７ 令和５年１２月６日 災害時における要援護者名簿作成会議 ８



（８）会計研修

№ 研修内容 場所 人数

１ 会計研修（基礎編） オンライン １

２ 社会福祉法人会計・簿記研修（基礎Ⅱ） オンライン １

３ 会計研修（基礎編Ⅱ） オンライン １

４
社会福祉法人会計・簿記研修

オンライン １
（期間損益計算と会計基準）

（９）役職員研修

№ 年月日 研修内容 人数

１ 令和５年４月１７日 災害ボランティア講習会～水害対応編～ ２

２ 令和５年５月１０日 ＳＤＧｓ研修 ２

３ 令和５年７月１９日 個別避難計画作成促進セミナー １

４ 令和５年７月１９日 成年後見制度市町村長申立研修 １

５ 令和５年８月２２日 市町村社会福祉協議会経理研修会 １

６ 令和５年８月２８日 重層的支援体制整備事業研修会 １

７ 令和５年９月６日 社協職員のためのコミュニティソーシャルワーク研修 １

８ 令和５年９月２５日 災害時保健福祉活動研修 ２

９ 令和５年１１月１９日 藤岡市災害ボランティアセンター開設訓練 ５

１０ 令和５年１１月２９日 市町村社協トップセミナー ６

１１ 令和５年１２月１日 市町村社協事業継続計画（ＢＣＰ）策定研修 ２

１２ 令和５年１２月８日 群馬県内社協職員連絡協議会パワーアップ研修会 １



１３ 令和６年１月９日 社会福祉法人運営者向け研修 １

１４ 令和６年１月３０日 地域共生社会推進セミナー １

１５ 令和６年２月２日 群馬県内社協職員連絡協議会ステップアップ研修会 １

（１０）令和６年能登半島地震に伴う職員応援派遣

派遣期間 第８クール 令和６年２月２８日から令和６年３月５日（７日間）

派 遣 先 石川県鳳珠郡穴水町

派遣人数 １名

（１１）新型コロナワクチン接種の手伝い

１回目

・日時 令和５年５月１９日（金） ２名

令和５年５月２０日（土） ２名

・場所 万場小学校体育館

２回目

・日時 令和５年１０月２０日（金） １名

令和５年１０月２１日（土） ２名

・場所 万場小学校体育館

２．企画事業

（１）社協だより

社会福祉協議会の事業紹介や町民に役立つ福祉情報を提供するため、区長会の協力を得て町内

各戸に配布した。

・発行回数 年２回（７月、２月）

・配 布 先 町内各世帯、特別会員、小学校、中学校、万場高校、診療所

（２）福祉総合表彰式

地域の社会福祉の向上に功績のあった団体または個人に対し感謝の意を表すため、会長表彰を

実施した。なお、今年度も新型コロナウイルス感染拡大により福祉総合表彰式が中止となったた

め、被表彰者の自宅に訪問し個別に表彰を行った。

・日 時 令和５年９月１８日（月）

・功労者表彰 ア 社会福祉功労者 １名

イ 民生委員児童委員功労者 ８名



（３）戦没者追悼式

戦没者に対して宗教的に中立な形で行われる追悼式を挙行している。

今年度は献花方式で万場忠霊塔と中里忠霊塔で開催した。

・日時 令和５年１０月６日（金）１０時 万場忠霊塔

１１時 中里忠霊塔

・主催者 １６名

・来 賓 ８名

・一 般 １７名

（４）収集ボランティア活動

地域貢献活動のひとつとして「プルタブ」「使用済み切手」などの収集活動を推進した。

収集種別 回収実績

プルタブ 1.42kg

使用済み切手 2件

書き損じハガキ 163枚

（５）群馬県社会福祉大会

・開 催 日 令和５年１１月９日（木）

・会 場 群馬県庁 正庁の間

・開 催 方 法 代表受領者が参加する式典のみの開催

・功労者表彰 １名

３．地域福祉事業

（１）群馬県ふくし総合相談支援事業

福祉サービスや制度に関すること、日常生活の悩み事を電話で相談支援をした。

・相談件数 １件



（２）レクリエーション用具貸与事業

地域や福祉施設での集いやボランティア団体などに対して、レクリエーション用具の貸し出し

を実施した。

用具名 レクセット 輪投げ スカットボール 体力測定器具 ボッチャ

貸出件数（件） 13［2］ 5［4］ 3［2］ 1［1］ 1［1］

※ [ ]内は用具の所有数

（３）福祉日常生活用具貸与事業

在宅での寝たきり高齢者や身体に障がいのある方、起き上がりや立ち上がりに困難がある方に

対し、自立を助け介護者の負担を軽減するために実施した。

用具名
電動ベッド 電動ベッド

車イス
1モーター 2モーター

貸出件数（件） 4［4］ 13［9］ 2［7］

※ [ ]内は用具の所有台数

（４）福祉車両貸与事業

介護を必要とする高齢者や身体に障がいのある方に対し、車イスごと乗降可能な自動車を貸し

出し、社会参加と生活圏の拡大を図ることを目的とし実施した。

・貸出件数 ０件

（５）生活福祉資金貸付事業

ア 福祉資金 緊急小口資金

低所得世帯を対象に、緊急かつ一時的に必要とする生活費等の資金を貸し付け、併せて必要な

援助指導を行い、生活の安定を図る事を目的とし実施した。

・相談件数 ２件

・貸付件数 ０件

イ 福祉資金 福祉費

生活に不安を抱えた低所得者、障がい者及び高齢者世帯の方々に、資金の貸し付けと併せて必

要な相談支援を行うことで、その経済的自立や生活意欲の向上を図り、また在宅福祉及び社会参

加を促進し、安定した生活を送れるようにすることを目的とし実施した。

・相談件数 ０件

・貸付件数 ０件



（６）日常生活自立支援事業

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者など判断能力が十分でない方を対象に、地域で安

心して日常生活が過ごせるように、福祉サービスの利用手続きの援助や代行、日常的なお金の出

し入れ、就職のための支援を実施した。

・認知症利用者数 ０名

・知的障がい者利用者数 １名（令和５年１０月２６日解約）

・精神障がい者利用者数 ０名

・その他（寝たきり、身体障がい） ０名

（７）生活困窮者自立相談支援事業

生活困窮者に対して、経済的自立や日常生活の自立、社会的自立のための様々な支援を個別的、

包括的に行った。

・相談件数 １件

・神流町生活・就労相談会

日時 令和５年８月２１日（月）１３時３０分～１５時

場所 神流町本庁 第１会議室

（８）フードドライブ事業

頂き物や、買いすぎてしまい家庭などで余っている食品を集めて、経済的な問題などで生活が

困窮し十分な食事が取ることの出来ない方や地域の福祉団体・施設へ配付を行った。

・寄贈件数 個人 ０件

団体 １件

・配布件数 個人 ２件

団体 ２件

（９）多世代交流事業

高齢者から子どもまで、多世代で交流できる場を作ることで、地域に顔の見える関係性を構築

する。また、高齢者世帯や独居高齢者には、参加することで閉じこもりの防止を促す。子どもた

ちには、高齢者との接し方を学んでもらうことを目的に、交流会を行った。

・開 催 日 令和５年１２月２６日

・参加人数 ６４名

（１０）ボランティア活動保険加入事業

国内におけるボランティア活動中の様々な事故によるケガや損害賠償責任を補償する保険を受

付した。

・個人ボランティア加入者数 ０名

・団体ボランティア加入件数 ３件

・ボランティア行事保険加入件数 ３件



（１１）思いやり駐車場利用証発行事業

公共施設や病院、商業施設に設置されている車イス駐車場を適正かつ有効に活用するために、

障がいのある方や介護認定を受けている方、妊産婦の方に利用証を交付した。

・長期利用交付件数 ０件

・短期利用交付件数 ０件

（１２）生活支援体制整備事業

高齢者世帯や認知症の高齢者が増加する中、医療、介護のサービス提供のみならず、地域住民

に身近な存在である市町村が中心となって、住民や生活支援サービスを担う各種団体と連携しな

がら、多様な日常生活上の支援体制の充実・強化及び高齢者の社会参加の推進を一体的に行って

いくことを目的とし、協議体及び情報交換会を開催した。

・協議体開催回数 ４回

・県情報交換会参加回数 １１回

・研修会参加回数 ２回

（１３）保健・医療・福祉スタッフミーティング

保健・医療・福祉・地域包括支援センターの各担当者が一堂に会して、連絡及び協議を行った。

・出席回数 １２回

４．児童福祉事業

（１）特別入学祝金

入学児童を有するひとり親家庭に対し、入学祝金を支給することにより就学を奨励し、被保護

世帯の自立を助長することを目的とし実施した。

・対象 ア 小学校入学者 １件

イ 中学校入学者 ２件

（２）子育てサロン（地域ふれあい・いきいきサロン）

０才～未就学児の親子を対象とした仲間づくりと情報交換の場として、『育児プレイルームす

こやか』で開催した。

・開 催 回 数 １２回

・延参加組数 ４５組（延参加人数１０４人）

５．福祉教育事業

（１）福祉教材貸出事業

福祉教育の一環として、学校や団体で高齢者疑似体験を行うにあたり、用具の貸し出しを実施

した。

・高齢者疑似体験セット ０件

・盲人疑似体験セット ０件

・妊婦疑似体験セット ０件



（２）福祉協力校活動助成事業

小・中学校の児童・生徒が社会福祉への理解と関心を高めるために、県が実践校指定を行って

きたが、県の指定終了後も社協独自に助成した。

・万場小学校 助成金額 ２０，０００円

（３）福祉教育事業

福祉教育を通して、自分の地域の身近な福祉課題に気づき、いろいろな人たちと力を合わせな

がら誰もが安心して楽しく豊かに暮らせるまちづくりを推進するために実施した。

万場小学校４年生

・開 催 日 令和５年６月１６日（金） ５人

・タイトル 「お年寄りの気持ちになって」

・内 容 車椅子体験、高齢者疑似体験

住民福祉講座（社会人向け）

・開 催 日 令和５年１２月７日（木） ８人

・タイトル 「おうちで出来る！ボランティア」をしてみませんか？

・内 容 なぜ今、福祉が必要なのか、ふきんの作り方

６．障がい者福祉事業

地域活動支援センター事業

雇用されることが困難な知的障がい者、身体障がい者及び精神障がい者に創作的活動または生

産活動の機会を提供し、社会との交流を推進するためのサービスを提供した。

・開 館 日 ２４５日

・登録人数 １人

（単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

※1 19 22 21 20 20 20 20 20 19 19 18 20 238

※1 延利用人数

・保護者会 １回

・バスハイク １１回

・昼食会 １回



７．高齢者福祉事業

（１）高齢者サロン（地域ふれあい・いきいきサロン）

地域を拠点に少人数の参加者が歩いて行ける場所で、住民である高齢者等と地域住民とが協働

で企画して運営していく楽しい仲間づくりの場としてのサロンに対し、問題点や参考になる意見

を共有する情報交換会などを開催し支援した。

・情報交換会 令和５年６月２日（金）

・開 催 状 況

地区 サロン名 場所 開催回数 参加人数

柏木 柏木サロン 老人憩いの家 6 65

柏木 ふみの会 中里支所 27 261

万場一区 万場茶話会 栃本集会所 35 304

船子二区 さくら会 高塩集会所 ※2 24 175

船子二区 椹森お茶会 椹森集会所 8 59

※2 令和４年度１回分を含む

（２）高齢者健康教室事業

ア 交通安全

駐在と協力し、町内の高齢ドライバーを対象に、講話・自動車適性検査・ＤＶＤ鑑賞などで安

全運転について学んでもらうための講習を行った。また、最近流行りの詐欺の手法についても、

実演を交えて注意喚起をした。

・開 催 日 令和５年５月２３日（火）

・会 場 コイコイアイランド会館２階 多目的ホール

・参加者数 １５人

イ 編み物

高齢者が社会とのつながりを保ちながら、幅広く生きがいを持ち続け、趣味を楽しめるよう開

催した。

・開 催 日 令和５年１１月２０日（月）

・会 場 保健福祉センター２階 多目的研修室

・内 容 パイナップル模様のポンチョ風プルオーバー

・参加者数 １１人

（３）ひとり暮らし高齢者交流会事業

ひとり暮らし高齢者の相互の交流を図るために、会食や福祉制度の普及啓発等の交流会を開催



した。新型コロナウイルス感染症が５類感染症に変更されたため、以前と同様に町外へのバスハ

イクも開催した。

・開 催 回 数 ５回

・登 録 人 数 ３０人

・延参加者数 ７０人

（４）高齢者能力活用センター事業

働くことを通じて、生きがい・ふれあい・健康づくりを図り、豊かな知識と経験・技術を生か

して、活力ある地域社会づくりのために事業を実施した。

・会 員 数 １６人（男性１１人、女性５人）

・就業人員 実就業人員 １５人

延就業人員 １，１３６人

・作業内容 公園植栽管理・トイレ清掃・粗大ごみ運搬・家庭の除草など

（５）公共交通空白地有償運送事業

外出することが困難な高齢者、障がい者の方を対象に日常的な外出の手助けとして移送サービ

スを実施した。

・営 業 日 数 ２４２日

・会 員 数 ９９人

・延利用回数 ２，６８９回

（６）ミニデイサービス事業

在宅の高齢者に対し介護予防の一環として、参加者相互の交流や、心身機能の維持を目的とし

たレクリエーション等を曜日を決めて月１回実施した。

・開 催 回 数 １０４回／１０８回中

・登録実人数 ６８人

・開 催 地 区 ９か所

ア 万場二・三区・生利地区

イ 塩沢地区

ウ 黒田地区

エ 青梨・相原地区

オ 船子地区

カ 魚尾①［伝田郷地区］

キ 魚尾②［宮越地区］

ク 魚尾③［井田・宮地・間物地区］

ケ 平原・尾附・西部地区

・延利用者数 ５３９人

※開催休止となった４回の内訳については、利用者の都合により、８月１４日に井田・宮地・間

物地区が休止。積雪のため利用者の安全を考慮し、２月６日に宮越地区で休止。２月７日と

３月６日に塩沢地区が休止。なお、安否確認と次回の案内のため２月７日には両地区、３月

６日には塩沢地区の戸別訪問を行った。



（７）認知症予防教室

認知症予防を目的とした、脳を活性化させるための拮抗運動、注意力を訓練するための脳トレ、

健康運動等を月１回実施した。

・開 催 回 数 ２４回

・登録実人数 ２２人

・延参加者数 １６３人

（８）高齢者訪問事業

ひとり暮らし高齢者等の安否の確認、マップ作成、生活上の悩みごと相談、関係機関への取り

次ぎを行い安心安全な暮らしの援助に努めた。

・訪問実人数 １１３人

・延訪問人数 ４６９人 ←Ｒ６は不在は含まない

配食サービス

・延配食数 ７，０９０人

（９）高齢者住宅管理事業

神流町地域優良賃貸住宅（奴郷団地）の入居者が、安心して生活が送れるように声かけ・見守

り・緊急時等の連携を行うサービスを提供した。

・営 業 日 ３０８日

・総居宅数 ２０戸

・実入居者数 １５人

・新規入居者数 ３人

・退 去 者 数 ５人

８．介護保険

（１）居宅介護支援事業

要介護・要支援の認定を受けた方、またはその家族が安心して在宅生活が送れるよう、介護

支援専門員（ケアマネジャー）が本人・家族の希望を伺い、心身の状況にあったサービスが利用

できるように各種事業所と連携を図り、居宅サービス計画の作成をした。

・営業日数 ２４３日

・契約者数 ３３人

・利用状況
（単位：人）

介護度 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計

延利用者数 63 72 14 0 9 158



（２）介護予防支援計画作成事業

・契約者数 ５人

・居宅サービス計画作成件数 １０件

（３）要介護・要支援認定調査実施事業

要介護及び要支援の認定の申請があった時に、町が申請者に対して、心身の状況や日常生活の

様子を面接調査した。

・調査件数 ０件

（４）訪問介護・介護予防日常生活支援総合事業

家族の身体的・精神的負担の軽減を図ることを目的として居宅サービス計画に基づき、訪問介

護員（ホームヘルパー）が日常生活の家事援助、身体介護等のサービスを提供した。

・営業日数 ２４３日

・契約者数 ４４人

・利用状況
（単位：人）

介護度
事業対 要支援 要支援 要介護 要介護 要介護 要介護 要介護

合計
象者 1 2 1 2 3 4 5

延利用者数 274 162 54 515 219 25 0 0 1,249

※サービス種類内訳 ア 生活援助中心型 ９３５人

イ 身体介護中心型 ０人

ウ 身体生活援助型 ４８人

エ 通院等乗降介助 ２６６人

９．共同募金会事業

（１）赤い羽根募金運動

１０月から１２月までの期間、全国一斉に行われた「赤い羽根共同募金運動」を展開した。

・募金実績額 １４７，３５７円

（２）地域歳末たすけあい募金運動

歳末に「つながり ささえあう みんなの地域づくり」をスローガンとして、地域歳末たすけあ

い募金運動を実施した。

・実 施 期 間 １２月１日から１２月２８日まで

・募金実績額 ２７，２７０円



１０．福祉サービス苦情

・苦情件数 ０件

１１．各種団体事務

団体事務を受託し事業を実施した。

・老人クラブ連合会

・おもちゃ図書館

１２．義援金

（１）令和５年５月能登地方地震災害義援金

・実 施 期 間 令和５年５月２２日から令和５年６月３０日まで

・義 援 金 額 １５，４２０円

・募金箱設置 ６か所

（２）令和６年能登半島地震災害義援金

・実 施 期 間 令和６年１月９日から令和６年２月２９日まで

・義 援 金 額 ２８５，５６８円

・募金箱設置 １４か所


